
暮らしや仕事の悩み、
ご相談ください

　菊川市社会福祉協議会では、平成27年４月から生活困窮者自立支援制度に基づき、菊川
市からの委託を受けて「菊川市生活困窮者自立相談支援センター」を開設しています。お気
軽にご相談ください。
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プラザけやき

　菊川市社会福祉協議会では、平成27年４月から菊川市より委託を受け、菊川市生活困窮者自立相談支
援センターを開設しています。さまざまな困難があり、経済的に困っている方々を対象に問題解決に向け
たお手伝いをしています。
　お気軽にご相談ください。

　　 例えばこんな相談を受け付けています
・頑張っているのに仕事が見つからない
・借金の返済が多く、今の収入だけでは生活が苦しい
・障がいや疾病など、家族の問題があるが働きたい
・家賃を払うことができなくなってしまいそうだ
・子どもがひきこもりや仕事が続かなくて悩んでいる
・生活に困っているけれど、どこに相談すればよいかわからない

自立相談支援事業
◆対象者

　菊川市内在住者で経済的に困っている方

◆支援内容
　さまざまな困難によって経済的に困っている
方に対して、生活や就労等、困りごとを整理し、
問題解決に向けた支援プランを一緒に考えてい
きます。
　また、一人ひとりの状況に応じて、制度の紹
介や助言など、自立に向けた支援を行います。

　Aさんは、解雇されてから就職活動をしていましたが、数か月間、条件の合う求人が見つからなかった
り、面接を受けても落ちてしまったりで、なかなか仕事が見つかりませんでした。
　また、貯金も少なくなってきており、アパート家賃の支払いに不安があると来所されました。

ご相談ください

菊川市生活困窮者自立相談支援センター

問合わせ
菊川市生活困窮者自立相談支援センター（菊川市社会福祉協議会内）
　所 在 地：菊川市半済1865
 　　　　　  菊川市総合保健福祉センター　プラザけやき
　☎ ：0537-35-3724　　ＦＡＸ：0537-35-3202
　相談時間：８：15～17：00（土日祝日、年末年始を除く）

生活困窮者自立相談支援センターを利用して、
生活を立て直しました

Aさん（50代、単身アパート暮し）

⬇
　まずは、住まいの確保を図るため、住居確保給付金の制度説明（※P3参照）を受けました。Aさんが条
件に合っていたことと、Aさんも制度の利用を希望したため、住居確保給付金の申請をされました。
　また、就職活動にあたっては、就労支援員に相談をしながら、行いました。

　その結果、住居確保給付金の支給を受けることができ、住まいを確保することができました。
　また、就職先が見つかり、給与が出るまでの間の生活費は、社会福祉協議会の生活福祉資金の貸付を受
けることができました。
　その後は、就職先の給与も入るようになり、生活を立て直すことができました。

⬇

このような相談支援を行っています

家計相談支援事業
◆対象者

　菊川市内在住者で経済的に困っており、
家計管理による支援を必要とする方

◆支援内容
　お金の使い方について、相談者とともに
課題を把握することで、相談者が生活の立
て直しを図れるよう支援を行います。

住居確保給付金の支給
◆対象者

　離職後２年以内の65歳未満の方で、住まい（賃借）を喪失するか、喪失のおそれのある方

◆支援内容
　就職の支援とともに賃貸住宅の家賃助成を行う制度です。

◆家賃の支給について
　支給決定から、３か月間の家賃助成を支給します。
　※一定の要件により３か月延長が可能です。
　※助成には限度額があります。
　　　単身世帯の場合…37,200円　
　　　複数世帯は市役所福祉課へお問い合わせください。

◆支給の決定について
　世帯の収入状況、預金状況などさまざまな要件があります。
 （自立相談支援事業の支援プラン策定も必要となります。）

◆申請に必要なもの
　・運転免許証、住民基本台帳カード、健康保険証、住民票、旅券などの写しのいずれか
　・離職票、給与の振込みが途絶えた通帳の写しなど（適当な書類がないときは、申立書の提出でも可）
　・収入のある方の給与明細書、給与振込みのある通帳の写しなど
　・本人と申請者及び申請者と生計を一とする同居の親族の金融機関の通帳の写し
　・印鑑　　・ハローワーク求職申込カード　　・賃貸契約書

◆その他
　・住居確保給付金に関するお問い合わせは、菊川市役所福祉課生活福祉係（☎0537-37-1251）へ

相
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笑顔を忘れないで　今を生きぬいたら
もっと沢山の人を幸せに出来る

〜NHKテレビ小説「どんど晴れ」草笛光子さんの言葉より〜

Ｑ．現在の活動について教えてください。
　10年位前、地元の折り紙教室の永井泰子先生の紹介で、折
り紙作家の丹羽悦子先生が菊川にいらした時、キティちゃん
とピカチュウを教えていただき、それ以来折り続けています。
最近は皆さまからいただいた包装紙で大きなキティちゃんと
ピカチュウを作り、皆さまよりとても喜んでいただいており
ます。10年になりますが、絵や字が逆さにならないように、
顔の部分にシワが出ないようにも分かってきました。一昨年
は折り紙教室の講師として加茂小学校へ行き、14人の子ども
たちととても楽しかったです。

Ｑ．活動して楽しいことや印象に残っていることがあったら教
　  えてください。
　加茂小学校４年生の時、「母をたずねて三千里」を読み、
とても感動して４回読み、それ以来、本が大好きになり、ずっ
と読み続けて来ました。そのおかげで今は加茂小学校の朝読書の読み聞かせをやらせていただき、15年位
になります。最初は家にある本を読んでいたのですが、５年位前から孫の絵本を手本に、主人が絵を描い
てくれた物を出版社の了承をいただき、手作りの紙芝居にして読み、子どもたちにとても喜んでいただい
ています。
　また地元の折り紙教室の永井泰子先生から「美枝さんは
一つの事を長く続ける事が出来るから素晴らしい。」と言葉
をいただき、私にとって、とても励みになっています。

Ｑ　趣味や楽しみなことは何ですか。
　たくさん本を読んで来たおかげだと思いますが、10年位
前からやさしい言葉ですが、短歌が次から次へと浮かんで
きます。これも100首以上有ると思います。いつかは一冊
にまとめたいと思っています。

Ｑ　これからの目標や、やってみたいことがあったら教えて
ください。

　書道も何年か前に五段になったのですが、血圧が200に
上がってしまい、そのままになっていますので、出来れば
もう少し続けていけたら良いなと思っています。
　今は、地域の皆さまと自分自身の為にも、やりがいのあ
る今の仕事（クリーニングの取次店）を一年でも長く頑張っ
ていきたいと思っています。
　最後に、三軒家の方に教えていただいた手作り亀のお守
りを、私の家族、地域の皆さまを守ってくれると信じて作
り続けていくつもりです。作り始めて14年です。

手作りの紙芝居

みんなの幸せを願って…

白松　美枝さん（自治会名：西袋）
愛犬 笑太くんと一緒に
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笑顔、輝いてます　－第69回－

※皆さんのお近くで笑顔輝いている方がいましたら社会福祉協議会へご紹介ください。



地域若者サポートステーションかけがわ
  サポステとは？  　
　地域若者サポートステーション（愛称：「サポステ」）では、働くことに悩みを抱えている15歳から39歳ま
での若者が就労に向かえるよう、多様な支援サービスを行っています。
　サポステは、厚生労働省からの委託を受けた全国の若者支援の実績やノウハウのあるNPO法人、株式会社、
社団法人、財団法人、学校法人などが実施しており、全国に設置されています。

  受託団体について  　
　特定非営利活動法人　青少年就労支援ネットワーク静岡
青少年就労支援ネットワーク静岡は、働くことに困難を抱えるすべての若者を、就労支援を通じて社会への
適応を促すことを目的として発足した特定非営利活動法人です。
　具体的には、一般市民が地域のボランティアとして地域の若者の一人ひとりに寄り添い、働き続けること
を支える「静岡方式」と呼ばれる就労支援のしくみを徹底して実践してきました。

  地域若者サポートステーションかけがわ  　
　働きたいけれど一歩を踏み出せない、ブランクがある、やりたいことがわからない等、就労について悩み
を抱える皆さんが就労に向かえるよう、「伴走型」の就労支援を行っています。
　具体的には、職場見学や職場体験に同行したり、面接練習や書類作成など、その方に寄り添った支援をし
ています。

  定着スキルアップ  
　フォローアップミーティングや、カタリバ（語り場）へ参加し、若者やサポーターとの意見交換をしながら、
働き続けることの学び合いをしていきます。

  サポステ利用者の声  
・若者やサポーターと活動するうちに、人と話すことが楽しくなった
・就労体験で仕事を覚えるまで一緒に仕事をしてくれて安心した
・仕事探しや企業訪問を一緒にしてくれた
・面接練習することでうまくいかない原因がわかり、就職につながった
・フォローアップに参加して、友達ができた

対　　象：15歳から39歳までの若者とそのご家族
対象地域：菊川市・掛川市・御前崎市（他地域の方もご相談ください）
受付時間：月・火・水・金曜日9：00～17：00　木曜日9：00～19：00　第２土曜日9：00～17：00
休　　日：土日祝、施設休館日　年末年始（但し、第2土曜日は開所）
問合せ先：☎0537-61-0755　FAX0537-61-0756　
住　　所：〒436-0030　静岡県掛川市杉谷南1丁目1番30号　希望の丘　中部ふくしあ1階

 菊川市にて出張相談会を開催します 
日　　時：5/1（月）6/5（月）7/3（月）8/7（月）9/4（月）10/16（月）
　　　　　11/6（月）12/4（月）1/15（月）2/5（月）　
時　　間：13：30～16：00（1人50分程度）
会　　場：菊川市プラザけやき　1階ボランティア室
対　　象：就労に悩みを抱えた15歳から39歳までの若者やそのご家族　
　　　　　事前連絡不要です。お気軽にお越しください。

 問い合わせ先 　地域若者サポートステーションかけがわ
　　　　　　　  ☎：0537-61-0755　FAX：0537-61-0756　メール：info@sskakegawa.jp
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施設や団体の紹介コーナー



レクリエーション用具をご利用ください（２種類を追加しました）
　新しいレクリエーション用具を追加しました。市内在住、在勤者で構成される組織や団体または個
人で借りられます。（例：福祉施設、地域サロン、子供会など）
　事前に窓口または電話で予約状況のご確認をお願いします。

★サボテンバランスゲーム
　カラフルなサボテンを接木して、大きなサボテンの木を倒
さないように完成させるバランスゲームです。順番にサボテ
ンの茎を付けていくので、そのたびに、ハラハラドキドキ感
が楽しめます。
　在庫数　３セット

★玉入れシーツ
　２つのチームに分かれ、自分の陣地の穴にボールをたくさ
ん入れたチームが勝ち、自分の穴へボールを導く事と相手側
の穴に入れないように阻止することも考えなければならない
エキサイティングなゲームです。
　在庫数　２セット

菊川市心配ごと相談研修会を開催しました
　３月27日(月)にプラザけやきにて、菊川市心配ごと相談員の研修会を行いました。
　今回は社会福祉士の古井慶治氏に「心配ごと相談員に求められる役割とは」をテーマにご講義いた
だきました。
　最近の心配ごと相談の特徴や相談の基本的視点、相談援助関係を形成する技法など、心配ごと相談
員の役割についてお話しいただきました。
　心配ごと相談は、プラザけやき、中央公民館にて毎月各２回行っています。日時については、８ペー
ジの「相談窓口」をご確認ください。

講師　古井慶治 氏

サボテンバランスゲーム

玉入れシーツ

真剣に聞き入る相談員

6子育て相談　火～土曜日　9：00～16：30　きくがわ子育て支援センター☎37-1135　おがさ子育て支援センター☎73-5698

「みなさまへのご報告」



　国土交通大臣認定の講習を行い、福祉有償運送運転者及びセダン等運転者を養成します。

 主　　催 　　菊川市社会福祉協議会
 協　　力 　　東遠学園組合東遠学園、社会福祉法人和松会、社会福祉法人草笛の会、
　　　　　　  特定非営利活動法人ハートあんどハート菊川
 日　　時 　　第１日目　平成29年６月７日（水）9:30～16:00
　　　　　　  第２日目　平成29年６月８日（木）8:45～15:30
　　　　　　  ※２日間とも受講が必要です。
 内　　容 　　講義、実技　等
 会　　場 　　第１日目　特別養護老人ホーム松秀園
　　　　　　  第２日目　特別養護老人ホーム松秀園、綜合菊川自動車学校
 対　　象 　　・第一種運転免許を所持し、これから福祉有償運送の運転者として従事しようとする方
　　　　　　   ・道路運送法第78条の許可を受ける訪問介護事業所の訪問介護員等の方
 定　　員 　　16名（先着順）
 参 加 費 　　3,000円
申 込 先 　　菊川市社会福祉協議会
　　　　　　  受講申込書に必要事項を記入し、
　　　　　　  ＦＡＸまたは電子メールでお申し込みください。
　　　　　　  受講申込書は、本会ホームページ
　　　　　　  （http://www.kiku-syakyou.or.jp/）
　　　　　　　からダウンロードできます。

ボランティアの輪・和・話（三つの“わ”）

受 講 者 募 集
「福祉有償運送運転者・セダン等運転者講習会」

筋力アップ応援隊
　私たちは昨年度菊川市の筋力アップ応援隊養成講座を受講し、日常生活に必要な筋力トレーニン
グ法と、それを地域の皆さんに伝えていく方法を学びました。講座終了後は、高齢者の健康体操
教室の講師役として活動を行いました。最初は
とても緊張しましたが、参加された皆さんが笑
顔で帰って行かれる姿にやりがいを感じました。
　　　
　これからも地域のみなさんに健康体操を広め
る活動にとりくんでいきますので、ご興味のあ
る方は事務局となっている菊川市長寿介護課（☎
37-1254）にお問い合わせください。また、私
たちの仲間になっていただける方は、８月から
養成講座が開催されますので、ぜひご参加くだ
さい。

 問合せ先 　菊川市長寿介護課　  ☎３７－１２５４
 紙芝居を使って運動の大切さを伝えています。
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ボランティアの広場

ボランティア相談　月～金曜日　８：15～17：00　プラザけやき　☎35-6385



福祉総合相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００

生活困窮者自立相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００

心配ごと相談
 日時 　６月 １日（木）   ９：００～１２：００
　　　  ６月15日（木）１３：００～１６：００
 会場 　プラザけやき
 日時 　６月 ５日（月）１３：００～１６：００
　　　  ６月20日（火）    ９：００～１２：００
 会場 　中央公民館　

結婚相談
 日時 　６月２日（金）１８：００～２１：００
　　　  （受付２０：００まで）
　　　  ６月18日（日） ９：００～１２：００
　　　  （受付１１：００まで）
 会場 　プラザけやき
　　　  ※初めての方は写真と印鑑をご持参く
　　　　　ださい。

ひきこもり、不登校無料相談会
 日時 　６月５日（月）・19日（月）１３：００～１６：００
 会場 　プラザけやき
 予約電話 　０９０－１４７６－３２３３

参加者募集　各種事業

　精神障がいをお持ちの方と一緒にレンガアートを行ってみませんか？

複数名のグループになって活動しますのでお気軽にご参加ください。

 日　　時 　　　平成29年６月３日（土）　９：３０～１１：４５

 会　　場 　　　きくがわ作業所、東名菊川インター

 内　　容 　　　障がい当事者との交流や花壇作業を行う

 対　　象 　　　学生（大学生、専門学校生等）

 定　　員 　　　15名（先着順）

 申込み締切 　　平成29年５月26日（金）

 申込み先 　　　菊川市社会福祉協議会　☎35－3724　　FAX35－3202

昨年のレンガアート作品

精神障がい理解普及啓発交流事業
「ふれあい企画」参加者募集

8この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。


